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AV情報

■ 平成26年度放送文化基金助成先募集
　（公財）放送文化基金では、放送文化の発展向上
に寄与することを目的として、放送に関連する調
査・研究、事業に対する助成先を募集する。

〈対象〉　○放送技術に関する研究・開発─コンテ
ンツの撮像・生成、記録、編集、保存等の制作技
術に関する研究など。○放送に関する人文・社会
科学的な調査・研究、および文化的な事業─放送
を通じた地域の活性化や放送に関する人材育成、
国際協力事業など。平成27年４月から平成28年
３月に実施する研究・開発・事業。特に助手、大
学院生など若手研究者からの自由な発想で次世代
の放送につながるようなプロジェクト。詳細は、
下記を参照のこと。http://www.hbf.or.jp/

〈申請受付〉　平成26年９月１日（月）〜 30日（火）
〈問い合わせ先〉　（公財）放送文化基金
TEL 03-3464-3131
■ シーテックジャパン2014
　CEATEC JAPAN実施協議会（（一社）情報通信

■平成26年度教育映像祭「夏休みこども映画フェア─わくわく・
ドキドキ！夏休みの思い出を！─」
　�　（一財）日本視聴覚教育協会と東京都小学校視聴覚教育研究会
との共催による標記映画フェアが、去る８月19日（火）、文京
シビックホール（東京都文京区）において、夏休み中の親子約
300名が参加し、開催された。この催しは、（一財）日本視聴覚
教育協会の教育映像祭事業の一環（６頁参照）として実施され
たもので、今年で第15回目を迎えた。

ネットワーク産業協会、（一社）電子情報技術産業
協会、（一社）コンピュータソフトウェア協会）主催
により、「NEXT─夢を生みだし、未来を描け」を
テーマに標記展示会やコンファレンスが開催される。

〈日時〉　平成26年10月７日（火）〜 11日（土）
10：00〜17：00

〈会場〉　幕張メッセ（千葉市美浜区中瀬2-1）
〈内容〉　通信・情報・映像が融合したデジタルネ
ットワーク時代を反映した最新の技術・製品・シ
ステム・ソフトの展示会、講演等。詳細は、下記
を参照のこと。http://www.ceatec.com/ja/

〈問い合わせ先〉　CEATEC JAPAN運営事務局
（一社）日本エレクトロニクスショー協会
TEL 03-6212-5233

研究会情報

■「体験の風をおこそうフォーラム」
　（独法）国立青少年教育振興機構による体験の風
をおこそう運動推進委員会では、青少年の体験活
動の重要性について理解を深めることを目的に、
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http://www.japet.or.jp/Top/event/yume/
〈賞〉　文部科学大臣賞、総務大臣賞、ＮＨＫ賞他。
〈締切〉　平成26年９月30日（火）
〈問い合わせ先〉　（一社）日本教育情報化振興会
TEL 03-5575-5365
■「東京ビデオフェスティバル2015」作品募集
　NPO法人市民がつくるTVFによる標記フェス
ティバルでは、映像作品を募集している。

〈募集作品〉　テーマ・題材は自由。20分以内の
ビデオ作品。プロ・アマ・年齢・国籍は問わない。
なお、選考の基準は、教育の現場でビデオを活用
し、子どもたちの育成に大きく寄与した作品など。
詳細は、下記を参照のこと。http://tvf2010.org/

〈締切〉　平成26年９月30日（火）当日消印有効。
〈賞〉　ビデオ大賞１本、優秀作品賞、佳作他。
〈問い合わせ先〉　NPO法人市民がつくるTVF
TEL 090-9950-2827
■ 第12回全国地域映像コンクール参加作品募集
　NPO法人地域文化アーカイブスでは、地域の
活性化を目的として、標記コンクールを実施する
にあたり映像コンテンツを募集している。

〈応募資格〉　地方公共団体および関連団体。制作
者のプロ・アマを問わない。

〈応募作品〉　テーマ・内容は自由。地方公共団体
および美術館博物館等関連団体が企画または制作
した動画およびハイビジョン静止画像ソフト。詳
細は、下記を参照のこと。
http://www.digital-museum.gr.jp/

〈賞〉　グランプリ、優秀賞、審査員特別賞他。
〈締切〉　平成26年10月31日（金）必着。
〈問い合わせ先〉　NPO法人地域文化アーカイブ
ス事務局　TEL 03-5478-8370
■ 第30回「東書教育賞」論文募集
　（公財）中央教育研究所および東京書籍（株）では、

「未来を担う子どもと共に歩む確かな教育実践」
を課題に論文を募集している。

〈応募資格〉　小中学校教員および教育関係者（個
人、グループ、学校など）。

〈内容〉　下記のような教育課題に関する工夫・実
践その成果について具体的に記述のこと。○個性
を生かし、自ら学ぶ力を育てるための学習指導、
○ICTを活用した、教科等の学習・指導や問題解
決能力、コミュニケーション能力、創造性、情報
モラルなどの育成等。詳細は、下記を参照のこと。
http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/tosho-syo/

〈応募締切〉　平成26年10月20日（月）必着。
〈表彰〉　賞金として最優秀賞50万円、優秀賞30

標記フォーラムを開催する。
〈日時〉　平成26年９月11日（木）13：30〜17：00
〈会場〉　国立オリンピック記念青少年総合センタ
ー国際交流棟国際会議室（東京都渋谷区代々木神
園町3-1）

〈内容〉　講演「本気になれば何かが変わる─挑戦
すること」具志堅幸司氏（日本体育大学教授）・
田中理恵氏（日本体育大学助教）、実践報告・活
動紹介、子守唄コンサート等。詳細は、下記を参
照のこと。
http://www.niye.go.jp/services/taikennokaze/

〈問い合わせ先〉　体験の風をおこそうフォーラム
事務局　国立青少年教育振興機構 総務企画部
TEL 03-6407-7621
■ 第40回全日本教育工学研究協議会全国大会 
─京都大会─
　日本教育工学協会では、「子どもが主役になる
次世代の学びとは」をテーマに標記全国大会を開
催する。

〈日程〉　平成26年10月24日（金）・25日（土）
〈会場〉　主会場　京都テルサ（京都市南区東九条
下殿田町70）他、公開授業８校。

〈内容〉　公開授業、全体会・分科会（ワークショ
ップ／実践報告）、基調講演「次世代の学びのた
めに─これまでの40年、これからの40年─」永
野和男氏（聖心女子大学教授）、40回記念シンポ
ジウム「子どもが主役になる次世代の学び─情報
教育を軸にした校内研究─」他、ミニセミナー、
展示等。詳細は、下記を参照のこと。
http://www.jaet2014.com/

〈問い合わせ先〉　全日本教育工学研究協議会全国
大会 京都大会実行委員会
MAIL kyoto40jaet@edu.city.kyoto.jp

コンクール情報

■「ICT夢コンテスト2014」事例募集
　（一社）日本教育情報化振興会では標記コンテス
ト実施にあたり、ICT活用事例を募集している。

〈部門と対象〉　○学校部門（授業をはじめとした
さまざまなICTを活用した実践）　幼稚園・小・中・
高・特別支援学校などの教職員、教育委員会、
ICT支援員など。○地域部門（地域、家庭、大学、
企業等のさまざまなICTを活用した実践）　社会
人（個人・団体）、家庭、PTA、大学、NPO、企
業など。詳細は、下記を参照のこと。
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紙 12枚、「にげてにげて　つなみがくるよ！」紙

12枚、「れんしゅうしてて　よかったね」紙 12枚
〈幼稚園幼児・小学校低学年／幼児、教養〉（株）童
心社

「だいじ　だいじ」紙８枚〈幼稚園幼児／幼児、
教養〉（株）童心社

「『ビジュアル言語活動シリーズ　聞く・話す・伝
える』③スピーチ・説明をしよう」D 25分、「『同』
④読んで伝えよう【１】目的を持って読む」 D

28分、「『同』⑤読んで伝えよう【２】音読・朗読・
群読」 D 25分〈小学校高学年、国語／少年、生
涯学習施設・方法（学習の方法）〉（株）サン・エ
デュケーショナル

「『ビジュアル古典の背景』①平安の文化と貴族の
世界」 D 25分、「『同』②中世の文化と武士・隠
者の世界」 D 25分、「『同』③近世の文化と庶民
の世界」 D 25分〈中学校、国語／青年、教養・
情操（文学）〉（株）サン・エデュケーショナル

「『認知症の人と初めて向き合うこと　〜介護福祉
実習の現場より〜　コミュニケーション編』　第
１巻〜事前学習編〜」 D 19分、「『同』第２巻〜
実習編①〜」 D 30分、「『同』第３巻〜実習編②
〜　〜事後学習編〜」D 21分〈高等学校、福祉〉
東京シネ・ビデオ（株）

「のぶながくんの自転車のルールを守るのじゃ」
D 12分、「のぶながくんの　みんなで約束　火の
用心」 D 10分〈幼児・少年、地域社会生活（交
通安全・防犯〉（株）教配

「終わりなき悔恨〜飲酒運転の果てに〜」D 28分
〈青年・成人、地域社会生活（交通安全・防犯）〉
東映（株）

「家庭の中の人権　カラフル」D 31分〈青年・成
人、地域社会生活（人権）〉東映（株）

「灯り続けた街の明かり」D 45分〈青年・成人、
教養〉（株）永井プロジェクト
映像作品等選定一覧の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.mext.go.jp/ａ_menu/shougai/movie/
main9_a1.htm

寄贈図書資料

「平成25年度　公益財団法人文教協会研究助成『高
度情報通信技術を活用した大学・短大と社会通信
教育の提携に関する調査研究』報告書」大学・短
大と社会通信教育の提携に関する研究会、平成26
年７月31日、A4判65頁

万円、特別記念賞20万円、奨励賞10万円、入選
２万円を贈呈、他記念品など。

〈問い合わせ先〉　（公財）中央教育研究所内「東書
教育賞」審査事務局　TEL 03-5390-7488

学会情報

■ 第21回日本教育メディア学会年次大会
　日本教育メディア学会では、メディア活用の効
果に焦点を当て、標記年次大会を開催する。

〈日時〉　平成26年10月11日（土）・12日（日）
10：00〜17：00（12日は、16：45まで）

〈会場〉　金沢星稜大学（石川県金沢市御所町丑
10-1）

〈内容〉　公開授業・振り返り（近隣小学校の児童
と教員が会場に来て行う『持ち込み授業』に対し
授業者と参観者が一緒になっての授業を振り返
る）、研究発表、シンポジウム、課題研究「テレ
ビの歩みと教育」コーディネータ：稲垣忠氏（東
北学院大学准教授）、「幼児教育とメディア」同：
堀田博史氏（園田学園女子大学教授）、「情報活用
能力の育成と評価」同：後藤康志氏（新潟大学准
教授）。
詳細は、下記を参照のこと。http://jaems.jp/

〈問い合わせ先〉　金沢星稜大学　村井万寿夫
TEL 076-253-3942
■ 第19回バーチャルリアリティ学会大会
　日本バーチャルリアリティ学会では、標記大会
を開催する。

〈日程〉　平成26年９月17日（水）〜 19日（金）
〈会場〉　名古屋大学東山キャンパス（名古屋市千
種区不老町１）

〈内容〉　特別講演、セッション「視覚：ディスプ
レイ」「インタラクションデザイン」「VR学にお
ける暗黙知伝承」「教育・訓練」「心理・知覚・認
知」他、企業展示・技術展示・芸術展示等。詳細
は、下記を参照のこと。
http://conference.vrsj.org/ac2014/

〈問い合わせ先〉　第19回日本バーチャルリアリ
ティ学会大会事務局　TEL 052-735-5527

文部科学省選定作品

■７月選定　紙紙しばい／ビビデオ／D DVD
「おばけたまご」紙 12枚、「こがねむしのぶいぶい」


